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発行所組合事務所の終日閉所日程

ご迷惑おかけしますが、ご協力を

お願いします。

４月２８日（火） 書記局会議
ユーザ名→何も入力せず（空白）
パスワードは、発行所（右）下を参照

び
か
け
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
各
分
会
と
も
出
席
者
は
少

人
数
で
、
人
集
め
の
基
本
で
あ

る
声
掛
け
の
徹
底
が
各
分
会
の

課
題
と
言
え
ま
す
。

集
ま
っ
た
仲
間
た
ち
を
前

に
、
各
分
会
の
新
年
度
方
針
で

は
、
仲
間
と
仲
間
が
つ
な
が
る

▼
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
ば
け
ば

け
」
が
終
了
し
た
。
朝
ド
ラ
と

し
て
は
賛
否
両
論
で
、
絵
作
り

や
音
作
り
の
こ
だ
わ
り
が
映
画

の
よ
う
な
異
彩
を
放
つ
も
の
に

な
っ
た
と
思
う
。
小
泉
セ
ツ
の

「
思
い
出
の
記
」
を
題
材
に
他

愛
も
な
い
日
常
や
何
気
な
い
会

話
を
ド
ラ
マ
化
し
た
▼
主
題
歌

「
笑
っ
た
り
転
ん
だ
り
」
。
タ

イ
ト
ル
と
歌
詞
に
は
、
困
難
な

日
常
を
、
つ
ま
ず
き
な
が
ら
も

暖
か
く
支
え
合
い
な
が
ら
、
生

き
て
い
く
姿
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
タ
イ
ト
ル

バ
ッ
ク
は
、
写
真
と
曲
を
マ
ッ

チ
さ
せ
、
一
コ
マ
一
コ
マ
、
そ

の
先
を
想
像
さ
せ
る
。
ス
ナ
ッ

プ
写
真
は
川
島
小
鳥
氏
だ
っ
た

▼
台
詞
回
し
で
は
無
理
く
り
な

笑
い
や
、
不
穏
な
呟
き
も
あ
る

が
、
ノ
リ
と
ツ
ッ
コ
ミ
、
テ
ン

ポ
が
良
く
、
ワ
ー
ド
セ
ン
ス
も

棲
さ
ま
じ
い
。
台
詞
も
Ｂ
Ｇ
Ｍ

も
無
い
静
寂
な
シ
ー
ン
で
は
、

間
合
い
や
仕
草
が
何
を
語
っ
て

い
る
か
が
伝
わ
っ
て
き
た
▼
先

日
、
「
ハ
ン
バ
ー
ト
ハ
ン
バ
ー

ト

歌
っ
た
り
喋
っ
た
り
」
に

参
戦
。
夫
婦
デ
ュ
オ
の
佐
藤
良

成
と
佐
野
遊
歩
の
軽
妙
洒
脱
で

ま
っ
た
り
し
た
お
し
ゃ
べ
り

で
、
お
気
に
入
り
の
「
が
ん
ば

れ
兄
ち
ゃ
ん
」
や
「
虎
」
を
披

露
し
て
く
れ
た
。
ア
ン
コ
ー
ル

で
『
難
儀
な
こ
と
が
い
ろ
い
ろ

あ
っ
て
、
世
界
で
は
戦
争
も
終

わ
ら
な
い
し
、
政
治
も
酷
い
こ

と
ば
か
り
。
世
の
中
エ
ラ
イ
事

に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
る
け
ど
、
諦

め
ず
に
や
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う

か
』
と
、
佐
藤
良
成
さ
ん
。
最

後
に
「
笑
っ
た
り
転
ん
だ
り
」

で
幕
を
下
ろ
し
た
。
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２
０
２
６
年
度
分
会
総
会
を

３
月
26
日
か
ら
29
日
の
日
程

で
全
分
会
が
開
催
し
ま
し
た
。

事
前
に
発
送
ま
た
は
手
渡
し
た

分
会
総
会
案
内
を
行
き
渡
ら

せ
、
多
く
の
仲
間
の
出
席
を
確

保
す
る
た
め
、
春
一
番
拡
大
で

の
訪
問
行
動
な
ど
で
参
加
を
呼

国
分
寺
第
二
分
会
、
国
分
寺

第
四
分
会
、
小
金
井
第
一
分
会

は
、
新
た
な
分
会
長
を
選
出
し

て
の
船
出
と
な
り
ま
す
。

当
日
は
、
資
格
確
認
書
（
旧

保
険
証
）
の
交
付
も
行
わ
れ
、

注
意
事
項
な
ど
の
説
明
も
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

賃
上
げ
、
仲
間
増
や
し
、

分
会
レ
ク
実
施
で
討
議

合
同
群
会
議
の
定
例
開
催
や
分

会
レ
ク
の
実
施
な
ど
が
話
さ
れ

ま
し
た
。

総
会
翌
日
若
手
交
え

懇
親
交
流
会
を
実
施

４月１日から東京・埼玉
・千葉・神奈川の４土建共
通の『どけんカード』（下参
照）がスタートしました。
それぞれの組合で提携し

ている施設・店舗が１枚の
カードで利用できます。
スマホなどでカードを表

示させるためにはパスワー
ドが必要です（有効期限は
2027年3月31日）。

パスワードは「TD2026」

ど
け
ん
カ
ー
ド
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

＜
＜
＜
＜
＜
＜
＜
＜

＜
＜
＜
＜
＜
＜

＜
＜
＜
＜

どけんカード
4/1～スタート

立ってあいさつする丸山新分会長

3/28国③分会《スポー
ツセンター》
2025年度のとりくみを
教訓に、新年度の分会
レクについて、活発な
意見が交わされた

3/26前原分会《神明宮》
仲間の輪広げ「賃上げ」や
「仲間増やし」すすめよう
と話し合う

3/29国西分会《こんぴら橋会館》
仲間のつながりを強化するため
分会レクについて話し合った

3/27小西分会《貫井センター》
２０代事業主の出席もあり今後に期待
住宅デーについても同会館開催を計画

3/27国④分会《並木公民館》 群会議活性化を議論

国
分
寺
第
四
分
会
は
、
総
会

終
了
後
の
３
月
28
日
㈯
、
国

分
寺
の
浜
木
綿
で
新
旧
役
員
交

流
会
を
10
人
で
開
催
し
ま
し

た
。
交
流
会
で
は
、
前
分
会
長

の
山
岸
さ
ん
か
ら
新
分
会
長
の

丸
山
さ
ん
へ
１
年
間
の
組
合
の

流
れ
な
ど
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。丸

山
新
分
会
長
は
「
わ
か
ら

な
い
こ
と
が
多
い
け
ど
、
奮
闘

し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。

国④
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し
た
。
総
会
の
１
部
で
は
国
分

寺
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
介
護
支
援
専
門
員
の
方
を
講

師
に
「
老
人
ホ
ー
ム
の
費
用
？

入
居
条
件
？
介
護
保
険
っ
て
ど

う
や
っ
て
使
う
の
？
」
学
習
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

学
習
会
で
は
、
老
人
ホ
ー
ム

の
利
用
料
は
世
帯
収
入
に
応
じ

て
決
ま
る
と
の
説
明
に
対
し

「
息
子
に
は
迷
惑
を
か
け
た
く

な
い
が
、
同
居
し
て
い
る
息
子

の
収
入
も
含
ま
れ
る
か
」
と
切

実
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
。
講

師
か
ら
は
「
本
人
と
配
偶
者
の

世
帯
収
入
に
な
る
」
と
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
の
総
会
で
は
総
括
と

方
針
が
あ
り
、
総
括
で
は
、
し

ゃ
べ
っ
て
笑
っ
て
カ
レ
ー
料
理

教
室
、
７
４
０
人
大
盛
況
の
平

和
盆
踊
り
で
の
輪
投
げ
、
飲
ん

で
歌
っ
た
一
泊
バ
ス
レ
ク
、

19
人
で
合
唱
し
た
忘
年
会
な

ど
１
年
間
の
と
り
く
み
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
篠

崎
会
長
は
「
元
気

な
う
ち
に
ド
ン
ド

ン
交
流
し
よ
う
。

集
ま
っ
て
し
ゃ
べ

っ
た
り
、
飲
ん
だ

り
、
歌
っ
た
り
楽

し
い
こ
と
を
や
っ

て
長
楽
の
会
を
盛

り
上
げ
よ
う
」
と

決
意
が
あ
り
閉
会

し
ま
し
た
。

長
楽
の
会
（
シ
ニ
ア
）
は
３

月
23
日
支
部
事
務
所
で
総
会

を
行
な
い
19
人
が
参
加
し
ま

【
国
③
分
会
・
古
谷

文
夫
】

ま
だ
政
府
が
備
蓄
石
油
の
放

出
を
決
め
る
前
の
３
月
13

き
の
掲
示
板
を
目
に
し
ま
し

た
。『

レ
ギ
ュ
ラ
ー
２
０
９
』
の

表
示
。

「
え
っ
！
」
思
わ
ず
車
か
ら
降

り
て
、
写
真
を
撮
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
都
心
と
い
う
事
も
あ

り
、
今
も
１
リ
ッ
タ
ー
１
７
０

円
を
超
え
る
ス
タ
ン
ド
も
あ
り

ま
す
。

日
々
、
各
地
で
給
油
す
る
た

め
、
感
じ
る
の
は
、
店
に
よ
っ

て
何
で
こ
ん
な
に
価
格
が
違
う

の
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
全

国
で
見
る
と
、
１
リ
ッ
タ
ー
当

た
り
の
価
格
差
が
30
〜
40
円

く
ら
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
日
本
全
国
統
一
し
た
価
格

で
な
い
と
、
仕
事
に
差
し
支
え

ま
す
。

ま
た
、
最
近
の
資
材
価
格
の

高
騰
も
頭
の
痛
い
問
題
で
す
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、
１
㎥
８
千

円
だ
っ
た
も
の
が
、
今
は
２
万

円
で
す
。
石
油
由
来
の
資
材
が

特
に
顕
著
で
、
今
後
も
値
上
が

り
が
予
想
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ

ま
た
仕
事
に
差
し
支
え
ま
す
。

ガ
ソ
リ
ン
価
格
も
資
材
価
格

も
、
安
定
す
る
よ
う
に
政
府
に

力
を
入
れ
て
欲
し
い
で
す
。

３
月
24
日
㈫
午
後
７
時
か

ら
、
支
部
事
務
所
に
お
い
て
要

６
０
万
人
）
を
直
撃
す
る
命
の

危
険
に
直
結
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
抗
議
署
名
に
と
り

く
み
、
短
期
間
で
25
万
筆
が

集
ま
り
、
厚
労
相
や
高
市
首
相

に
直
接
提
出
し
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
政
府
は
長
期
療

養
者
・
低
所
得
者
に
十
分
配
慮

し
、
負
担
増
は
一
部
と
言
っ
て

い
ま
す
が
、
大
部
分
の
利
用
者

に
と
っ
て
、
受
診
控
え
に
よ
る

重
症
化
を
招
き
か
ね
な
い
大
負

担
増
と
言
え
ま
す
。

学
習
会
参
加
者
か
ら
は
、

「
病
気
に
な
り
収
入
減
。
な
の

に
治
療
費
が
上
が
る
。
こ
れ
で

は
『
死
ね
』
と
言
わ
れ
た
の
と

同
じ
」
と
率
直
な
感
想
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

専門員による学習には多くの質問が出された

うなずきつつ ため息も

日
。
仕
事
で
通
り
か
か
っ
た
新

青
梅
街
道
、
環
七
交
差
点
を
５

０
０
ｍ
ほ
ど
進
ん
だ
先
で
、
驚

政
府
に
価
格
安
定
策
の
ぞ
む

見たことのない価格に目が点

健康奪うな

高額療養費制度改悪NO

原
発
の
再
稼
働
を
加
速
さ
せ
る

無
神
経
な
発
言
を
批
判
し
ま
し

た
。
メ
イ
ン
ス
ピ
ー
チ
で
は
、

盛
岡
大
学
学
長
の
長
谷
川
公
一

さ
ん
が
、
原
発
事
故
の
引
き
金

と
な
っ
た
の
が
、
３
・
11
の

東
日
本
大
震
災
。
そ
の
シ
ビ
ア

ア
ク
シ
デ
ン
ト
対
策
を
お
ざ
な

り
に
し
て
き
た
原
子
力
安
全
保

安
院
の
姿
勢
を
痛
烈
に
批
判
。

そ
し
て
「
東
電
福
島
原
発
事

故
は
終
わ
っ
て
な
い
」
「
原
発

Ｎ
Ｏ
」
「
再
エ
ネ
で
行
こ
う
」

求
実
現
ア
ク
シ
ョ
ン
２
０
２
６

の
第
一
弾
と
し
て
、
社
会
保
障

の
ゆ
が
み
を
正
す
学
習
決
起
集

会
に
15
人
が
参
加
し
ま
し

た
。講

師
の
全
国
保
険
医
団
体
連

合
会
・
事
務
局
次
長
の
本
並
省

吾
さ
ん
か
ら
、
『
高
額
療
養
費

の
限
度
額
引
き
上
げ
撤
回
を
求

め
る

〜
月
１
８
３
円
の
軽
減

と
引
き
換
え
に
、
患
者
の
命
と

健
康
を
奪
う
な
〜
』
の
講
演
を

受
け
ま
し
た
。

本
並
さ
ん
か
ら
は
、
全
所
得

区
分
を
対
象
と
し
た
か
つ
て
な

い
負
担
増
で
あ
り
、
２
０
２
６

年
８
月
の
限
度
額
一
律
引
き
上

げ
か
ら
、
２
０
２
７
年
８
月
の

13
区
分
細
分
化
（
現
在
４
区

分
）
す
る
こ
と
、
高
額
療
養
費

制
度
利
用
者
の
80
％
（
約
６

学習通じて命の危機を知る

福
島
原
発
事
故
は
終
わ
っ
て
い
な
い

【
東
小
分
会
・
利
根
川
祐
一
】

と
め
よ
う
原
発
３
・
７
全
国

集
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
小
金

井
国
分
寺
支
部
か
ら
は
４
人
の

参
加
で
し
た
。

12
時
30
分
か
ら
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
で
は
、
歌
手
の
李
政
美

（
い
ぢ
ょ
ん
み
）
さ
ん
が
ラ
イ

ブ
で
「
フ
ク
シ
マ
の
春
」
な
ど

を
歌
い
、
午
後
１
時
か
ら
の
メ

イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
開
会
あ
い

さ
つ
で
、
主
催
者
代
表
の
ル
ポ

ラ
イ
タ
ー
鎌
田
慧
さ
ん
が
、

「
ト
ラ
ン
プ
、
プ
ー
チ
ン
、
ネ

タ
ニ
ヤ
フ
の
よ
う
な
人
殺
し
を

当
然
と
す
る
社
会
を
変
え
て
い

き
た
い
」
そ
し
て
高
市
首
相
の

李政美（いぢょんみ）さんのライブ

「
Ｎ
Ｏ
Ｎ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
Ｓ
」
の
シ

ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
の
後
、
各
団

体
代
表
や
原
告
団
の
発
言
が
続

き
、
終
わ
り
に
、
脱
原
発
を
め

ざ
す
首
長
会
議
世
話
人
で
湖
西

市
議
の
三
上
元
さ
ん
が
「
有
事

に
は
原
発
は
標
的
に
さ
れ
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
よ
り
国
防
問

題
。
再
エ
ネ
は
成
長
産
業
」
と

発
言
を
し
め
く
く
り
、
デ
モ
に

出
発
。
表
参
道
か
ら
外
苑
前
ま

で
行
進
し
て
集
会
を
終
わ
り
ま

し
た
。

３
月
26
日
に
防
水
業
を
営

む
組
合
員
よ
り
、
以
下
の
情
報

提
供
が
あ
り
ま
し
た
。

「
材
料
屋
よ
り
『
業
務
で
使
用

す
る
シ
ン
ナ
ー

が
欠
品
し
て
い

る
。
中
東
情
勢

の
影
響
と
の
事
。
今
後
入
荷
し

た
と
し
て
も
30
〜
80
％
値
上

げ
の
予
定
。
今
後
シ
ー
ル
材
も

欠
品
す
る
可
能
性
有
』
と
言
わ

れ
、
困
っ
て
い
る
」
と
い
っ
た

内
容
で
し
た
。
東
京
都
連
を
通

じ
、
全
建
総
連
住
宅
対
策
部
へ

情
報
提
供
し
た
と
こ
ろ
、
同
様

の
声
が
複
数
上
っ
て
い
る
よ
う

で
し
た
。

今
回
の
中
東
情
勢
で
は
、
今

後
更
に
深
刻
に
な
る
恐
れ
も
あ

る
事
か
ら
、
東
京
土
建
で
は
建

設
ア
ク
シ
ョ
ン
を
通
し
て
「
経

産
省
・
中
小
企
業
庁
へ
の
要

請
」
を
検
討
し
ま
す
。
そ
こ

で
、
石
油
由
来
等
資
材
の
価
格

上
昇
・
納
期
遅
延
な
ど
の
情
報

を
４
月
中
に
支

部
事
務
所
ま
で

お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

具
体
例
：
「
資
材
名
・
何
か
月

待
ち
か
・
値
上
が
り
価
格

（
元
値
と
比
べ
た
価
格
）
」

資
材
価
格
高
騰
情
報
を

組
合
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い

中東情勢
の影響
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